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青年・若者への社会的インターンシップを実践する市民活動団体等への助成支援	

・若者の社会的インターンシップにおける活動支援金の助成事業 
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■基本情報 
	 □概要	 	  
これからの未来を創造する若者や子どもたちには、地域や自然の中で感じる力、人と関

わり合う力を育む体験が必要です。本活動助成では、自らがそれらのチカラを育みたい

と思う意欲的な若者の社会的インターンシップを推進する団体等を支援します。年間 5
件程度、交通費等全体上限 20万円を、公益性を有し利益を追求しない非営利法人等に助
成しました。 
□助成件数	 	  
１．黒松内ぶなの森自然学校	  
２．北見工業大学 2年生	  
３．特定非営利活動法人日本エコツーリズムセンター	  
４．特定非営利活動法人大雪山自然学校 
５．特定非営利活動法人いぶり自然学校 
□助成期間 
１．平成 28年 5月 20日～29日、平成 28年 5月 1日～平成 29年 3月 12日 
２．平成 28年 8月 16日～29日 
３．平成 28年 6月 10日～10月 31日 
４．平成 28年 5月 1日～平成 29年 3月 12日 
５．平成 28年 4月〜平成 29年 3月 
□活動場所 
１．中国上海市内・福建省、寿都郡黒松内町 
２．苫小牧市・恵庭市・千歳市 
３．熊本県益城町、美里町、西原村、南阿蘇村 
４．上川郡東川町 
５．苫小牧市 
□助成金総額	  
250,630円 
１．黒松内ぶなの森自然学校	 100,000円 

	 ２．交通費補助	 12,000円 
	 ３．特定非営利活動法人日本エコツーリズムセンター	 38,630円 
４．特定非営利活動法人大雪山自然学校	 50,000円 

	 ５．特定非営利活動法人いぶり自然学校	 50,000円 
 
■助成成果（助成団体等からの声）  
黒松内ぶなの森自然学校 
「海外研修」 



活動報告書／ねおす共育ファンド	 平成 28年度 

3 
 

台湾から日本の自然学校に関心をもって研修をしている立涵さんですが、自然学校の

ネットワークはもはや日本国内だけでなく、東アジア（日台韓中）で広げてゆき、政 

治や経済だけに翻弄されないように市民ベースでの連携・連帯の役割を担ってゆくべ

きだと考えているので、今回の研修は近い将来の彼女の活動展開によき刺激になっ 

と思うし、彼女のこれからに期待しています。	  

□参加者からの声 

スローライフや自然農、食育、自然学校、自給自足、再生エネルギーなどをテーマに

ついて学び合い、各国に経験者と出会い、それぞれの事例を学びたいと思い参加した。

また、台湾出身であるが、中国と韓国の現状はどうなっているのかあまり知らなく、

新聞と記事で見た中国は一体どのようなに発展しているのか、今回の市民村をきっか

けにより深く認識することが目的です。参加してみて、若者を巻き込んだ田舎コミュ

ニティー作りの広がり、「生活の哲学と心の豊富と自分自身の調和性」大切にする農家

が増えていることを感じることができた。「取り合えば、足りない、わけ合えば、余る。」

という自然資源と人口の問題についての考え方も学ぶことができた。今後は環境教育

と自然農法に関心をもち、中国、日本、台湾の近代史をもっと勉強し、通訳の仕事し

ながら自然学校関連の仕事を作りたい。	

「黒松内地域支援プロジェクト	 インターンシッププログラム」	

キャンプ中の野外道具の使い方の指導など、自らの子どもの頃の経験や知識を生かし、

次世代へ自然体験を伝えていく前向きな姿勢で活動に取り組んでいました。今後も活

動を継続していき、自身の目標に向かってステップアップしていけるようにサポート

したいと思います。	

□参加者からの声 

近頃は、短時間のプログラムの実施などを任せてもらえるようになりました。こうい

った経験を積み重ねていって、ゆくゆくは 1 日や宿泊でのプログラムも任せてもらえ

るようになりたいと考えております。	

人見知りの性格で、初めて会う子どもよりも何度かあったことのある子とばかりと活

動中は話してしまいがちになっていることが今の課題なので、それを今後の活動で解

決できるようにしていきたいです。活動に初参加の子が活動の輪の中に馴染めるよう

な声かけもできるような積極的にコミュニケーションをとっていきたいなと思います。	

北見工業大学 2年生	  
「夏休みの子どもの自然体験活動」 

	 	 子どもの頃に体験した「自然体験活動」とスタッフとして参加する「自然体験活動」

の違いと知ることで、本人の視野が広がることを期待して、活動に臨んでくれました。

予想以上に体力的にハードだったことや自分の考えていることを相手に伝えることが

難しいと実感したようです。この経験から、次回はディレクターをやってみたいとの

ことだったので、これからの彼に期待しています。 

□参加者からの声	
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	 	 まず、こういったキャンプは企画、計画、準備する人がいてなりたっているのだと改	 	

	 	 めて感じました。また長い期間お手伝いして感じたことは、この夏の期間の様々のキ	

	 	 ャンプのサイクルはとてもタイトで自分にとってはタフさが求められるものであった	

	 	 ということです。これらは小学生の時に経験したキャンプとはもちろん全く違うもの	

	 	 でとても良い経験でした。この経験を経て新たなステップとして、子供たちの前に立	

	 	 って話をするディレクターをしてみたいです。ディレクターという立場からのこども	

	 	 たちとの関わり方、また自身のディレクション力を磨きたいと思っています。	

特定非営利活動法人日本エコツーリズムセンター	  
「熊本地震における長期ボランティアコーディネーター派遣プロジェクト」 
熊本地震発生後から少したった 6 月～9 月と活動期間は短かったが、被災者と強い関係

性を持ちながら一つ一つニーズを消化していく事で、地元との厚い信頼を築き上げた

ことは宮本くん彼がこれから地域に入り、地域での活躍を目指す上で素晴らしい経験

になったのではないかと推測する。活動の中で、常に何かを学ぼう、経験しようとす

る彼の積極性や、落ち着いた行動に助けられた所も多く、特に前任者との引き継ぎを

担ってくれたことは、7 月以降の活動を円滑に行えた主たる要因である。どこかでまた

大災害が起こった時にはもちろんだが、彼が今後、今回の経験を活かせることを期待

している。	

□参加者からの声	

まずはこの活動をまとめて、発信していこうと思う。活動中もそうであったが、報道

が減少し、全国的に見れば一連の地震は「終わったもの」とみなされているような気

がしてならない。しかし現状は仮設住宅での生活が始まり、新たなコミュニティの創

出、宅地の再建（費用）、そもそも家が全く片付いていないところも多々ある。災害は

決してすぐにすべてが立ち直っていくわけではなく、議論を重ね長い目で時間をかけ

ていかなければ、地震前より「良い」ものにはならないと思う。少しずつ少しずつ、

進んでいく再建の過程で、外からの人間が協力できる方法は多々あるんだということ

を伝えていきたい。	

特定非営利活動法人大雪山自然学校 
	 「イエティくらぶ東川校	 インターンシッププログラム」 
	 活動の初めのときは、体験活動の流れや子どものたちの様子をとらえることに一生懸命	 	 	  
	 で自分から積極的にまわりとつながることが難しいように見受けられた。活動の回数が	 	  
	 増えるにつれて、子どもたちとの信頼関係を築くことができていた。その結果、「自分の 
	 ことは自分でする」といった子どもの自立を意識した声掛けや、子どもたちが自分たち 
	 で遊びを広げられるような援助的な関わりを意識的にできるようになっていった。また、 
	 自然体験活動のフィールドでの危険や子どもひとりひとりの特性から予想されるリスク 
	 についても配慮し安全に活動ができるための環境整備や子どものサポートができるよう 
	 になった。 
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	 将来教員を目指しているので、子どもとのコミュニケーション能力やリスクマネジメン	  
	 ト力、子どもの主体性を引き出す関わり方など、現場で実際に活動することを通して身 
	 に付けた能力を生かしていって欲しい。 
	 □参加者からの声 

	 まだまだ子どもに対して甘やかしてしまうことや、逆に手放しになりすぎてしまうこと 
	 が多々あるので、そういった判断がもっとすばやく適切にできるよう、子どもと接する 
	 機会をたくさんもちたい。 
	 自分から子どもたちに話をするのが苦手なので、子どものたちとの共通の話題や子ども 
	 たちが知らないけれど興味の引く話題を自分で調べたり、体験したりしていきたい。 
特定非営利活動法人いぶり自然学校 
	 「インターシッププログラム「森っこクラブ」「森っこアフタースクール」」	

	 札幌から毎週時間をかけてきてくれたことに、まずは深い感謝を申し上げます。かつ、	 	 	

	 継続的に毎週来てくれることは受け入れる私たちや保護者の皆さんにとっても安心感を	

	 深めることができ、受け入れ側としても大変助かりました。活動に関わってくれた方々	 	

	 にとって今回の活動への参加が、単なる就職ではなく人生を豊かにする学びの一つにな	

	 ってくれることを心から祈っています。	

	 □参加者からの声	

	 学校、あるいは子どもとの関係がある仕事に就きたいと思っているので、今回の経験を	

	 もとにさらに深く子どもの教育について勉強を進め、特に発達と心理について理解を深	

	 めたい。	

	

■助成事業の活動内容 
	 黒松内ぶなの森自然学校	 インターンシッププログラム 
「海外研修」 
2016年度の海外研修は、中国にて持続可能な社会に向けて取り組む団体や個人を訪問。

日台中韓の NGO による東アジア地球市民村というフォーラムと福建省の武夷山に有機
農法お茶作りツアーと福州市内自然学校基地に訪問します。当インターンシッププログ

ラムでは、黒松内ぶなの森自然学校スッタフと共に中国にて持続可能な社会に向けて取

り組む団体や個人との交流や活動現場訪問をし、環境分野の見聞を広め、東アジアとの

ネットワークづくり等を目的としております。 
「黒松内地域支援プロジェクト	 インターンシッププログラム」	

「黒松内地域支援プロジェクト」は、黒松内町内及び近隣町村を活動場所とした地域

活動において、都会の学生・若者が社会参画し成長できる場・機会の創出を目的とし

ている。主な業務内容は高齢者支援(農作業、直売所の支援、除雪等)や、自然学校の様々
な作業ボランティア(子ども自然体験活動事業、地域内外の人が関わる菜園や森づくり、
事業準備、敷地内の維持管理等)。	
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	 	 北見工業大学 2年生	 インターンシッププログラム 
	 	 「夏休みの子どもの自然体験活動」 
	 	 恵庭青少年研修センター、ありがとうファームなどの千歳・恵庭市の施設を拠点に支

笏湖での水遊びやエビ・ハゼ取り、千歳川でのボートで川下り、ありがとうファームで

は動物との触れ合いや薪割り体験する子どもたちの宿泊を伴う体験活動を共に行う。役

割としては、活動全体での子供たち自身が新たな発見ができるためにアシストをし、安

全面の配慮をした。また、その活動前後の準備片付けを行う。	

	 	 特定非営利活動法人日本エコツーリズムセンター	 インターンシッププログラム 
	 	 「熊本地震における長期ボランティアコーディネーター派遣プロジェクト」 
	 	 4月に起きた熊本地震の被災地支援にあたっているRQ九州での長期ボランティアコー
ディネーターを派遣する。RQ九州でボランティアコーディネーターを担っていたのは熊
本にある自然学校の職員。7～8月は、夏休み期間で自然学校が一番忙しい時期にあたる
ため、自然学校職員に代わるボランティアコーディネーターが必要。ボランティアコー

ディネーターは、被災地のニーズと全国から集まるボランティアをマッチングする重要

なポジションであり、緊急支援期における被災地の復興の一助となることを目的とする。 
	 	 特定非営利活動法人大雪山自然学校	 インターンシッププログラム 
	 	 「イエティくらぶ東川校」 
	 	 月に 1回実施する小学生を対象とした自然体験プログラムにカウンセラーとして参加
し、現場での子どもや保護者の対応やイベント運営サポートなど現場運営に実践的に関

わる。活動前のミーティングで活動フィールドの状況や子どもについての情報共有も行

うことで、インターンシップの参加者自身が主体的に子どもに関わり、現場での遊びや

活動を広げられるように配慮した。また活動終了後には必ず、安全面の振り返り（ヒヤ

リハット）、子どもたちの様子の振り返り、インターンシップ活動の振り返りを行うこと

で、参加者がステップアップできるようにフィードバックを重視します。 
	 	 特定非営利活動法人いぶり自然学校	 インターシッププログラム	

	 	 「森っこクラブ」「森っこアフタースクール」」 
	 「森っこクラブ」「森っこアフタースクール」は苫小牧市・ひかりの国幼稚園のフィー

ルドにて幼稚園児・小学生を対象にした放課後自然体験活動です。活動内容は森を使っ

て、子どもたちとやりたいことを話し合い、自発的な遊びを展開するプログラムです。

山の急な斜面を使った鬼ごっこや薪ストーブでのおやつづくりなどその日によって色々

な遊びをします。当プログラムは活動の現場運営に携わり、長いスパンでプロの現場で

の実践を通して自然体験活動プログラム運営の経験を積み、そのノウハウを身につける

ことができます。 
 


